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Ⅰ．令和５年度道路関係補正予算配分方針 

 

１．一般公共事業  
「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和５年 11 月２日閣議決定）に  

基づき、 
Ⅰ. 物価高から国民生活を守る 
Ⅱ. 地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する 
Ⅲ. 成長力の強化・高度化に資する国内投資を促進する 
Ⅳ. 人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する 
Ⅴ. 国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する 

 
の五つの柱について、所要の経費が計上されたところである。なお、現下の資材

価格の高騰等を踏まえた公共事業等の実施については、各項目を実施するための

個々の事業の中で必要な経費を措置している。 
配分に当たっては、追加の趣旨を十分踏まえ、以下の事業について、地域の実 

情や地方公共団体の要望等を勘案しつつ、重点的かつ効率的な配分を行うことと 
する。 

 
（１）地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する 
  ○オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業 
  ○生産性向上に資する道路ネットワークの整備等 
 

（２）成長力の強化・高度化に資する国内投資を促進する 
  ○インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進 
 

（３）人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する 
  ○こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進 
 

（４）国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する 
  ○国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策 
  ○道路インフラの局所的な防災・減災対策等 
  ○道路インフラに係る老朽化対策 
  ○デジタル技術を活用した道路管理の高度化等の推進 
 

２．国庫債務負担行為（ゼロ国債） 
公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るため、事業の平準化を推進することと

し、特に、積雪寒冷地域等地域の状況に十分配慮して配分を行うこととする。 
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Ⅱ．令和５年度道路関係補正予算配分総括表 

 

 
 

  （注）事業費ベース 

※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。 

※「Ⅴ.国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する」の柱には、防災・減災、国土強靱化のための５か年

加速化対策分のほか、国土強靱化緊急対応分を含む。 

※この他に、「Ⅱ.地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する」、「Ⅳ.人口減少を

乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する」の柱に調査費がある。 

※この他に、「Ⅳ.人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する」の柱に、デジタル庁一括計上分、

大口・多頻度割引の最大割引率を 40％から 50％に拡充する措置の延長（令和７年３月末まで）を実施するための経

費（国費 78 億円）がある。 

※この他に、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費 2,954 億円）及び社会資本 

整備総合交付金（国費 542 億円）等がある。 

 

  

[総事業費] （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

37,327 85 37,412 9,730 0 9,730 47,057 85 47,142

32 4,016 4,048 0 0 0 32 4,016 4,048

0 5,000 5,000 28,699 0 28,699 28,699 5,000 33,699

168,286 54,614 222,900 237,088 0 237,088 405,374 54,614 459,988

205,645 63,715 269,360 275,517 0 275,517 481,162 63,715 544,877

18,750 11,540 30,290 5,916 0 5,916 24,666 11,540 36,206

224,395 75,255 299,650 281,433 0 281,433 505,828 75,255 581,083

成長力の強化・高度化に資する国内投資を
促進する

区 分
直 轄 事 業 補 助 事 業 合 計

地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、
所得向上と地方の成長を実現する

人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を
起動・推進する

国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を
確保する

小 計

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

合 計
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Ⅲ．事業別概要 

計数は直轄及び補助の事業費である。（この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備に充てる

ことができる防災・安全交付金及び社会資本整備総合交付金がある。） 

 

 

 

○持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する 

・オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業 

     225 百万円 

観光客の受け入れと住民の生活の質の確保を両立しつつ、持続可能な観光地域づ

くりを実現するため、地域における受入環境の整備・増強、需要の適切な管理、需要の

分散・平準化に資する取組を推進。 

 

 

 

・生産性向上に資する道路ネットワークの整備等 46,917 百万円 

迅速かつ円滑な物流・人流の確保を通じた地方の活性化のため、空港・港湾などの

広域交通拠点へのアクセス道路等、地方を支える産業の生産性向上に寄与する道路

の整備等を推進。 

 

 

 

○成長力の強化・高度化に資する国内投資を促進する 

・インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進 4,048 百万円 

カーボンニュートラルの実現に貢献するため、道路照明の LED 化等による道路施設

の省エネ・再エネの活用等を実施。 
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○人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する 

・こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進  

 33,699 百万円 

「通学路等における交通安全の確保及び飲酒運転の根絶に係る緊急対策」（令和 

３年８月４日）に基づく通学路の合同点検結果等を踏まえ、ソフト対策の強化と一体とな

った通学路における交通安全対策等を引き続き推進。 

 

 

 

○国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する 

・国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策  

 240,705 百万円 

災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミッシ

ングリンクの解消及び高規格道路と代替機能を発揮する直轄国道とのダブルネットワ

ークの強化等を実施。 

 

 

 

・道路インフラの局所的な防災・減災対策等 61,193 百万円 

橋梁や道路の流失、土砂災害、電柱倒壊等による道路の通行止めのリスク解消や

津波や洪水からの避難場所確保のため、河川に隣接する道路構造物等の流失防止

対策や法面・盛土対策、無電柱化、高架区間等を活用した避難施設の整備等を実施。 

 

 

 

・道路インフラに係る老朽化対策 147,591 百万円 

予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、道路インフラについて、早期

に対策が必要な施設の修繕等を集中的に実施。 

 

 

 

・デジタル技術を活用した道路管理の高度化等の推進 10,500 百万円 

国土強靱化に関する施策のデジタル化推進のため、カメラ画像や３次元モデル等を

活用した道路管理体制の強化等を実施。 
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Ⅳ．都道府県別等配分額
[直轄事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

0 6 6 0 824 824 0 685 685 18,815 12,191 31,006 18,815 13,705 32,520

560 6 566 3 445 448 0 943 943 10,634 8,398 19,032 11,197 9,792 20,989

13,985 6 13,991 25 666 691 0 256 256 22,227 7,401 29,628 36,237 8,328 44,565

340 6 346 0 216 216 0 254 254 8,512 3,372 11,884 8,852 3,847 12,699

13,840 6 13,846 0 310 310 0 503 503 10,460 6,536 16,996 24,300 7,354 31,654

1,920 6 1,926 4 450 454 0 677 677 35,662 4,854 40,516 37,586 5,986 43,572

1,792 36 1,828 0 437 437 0 861 861 20,154 4,483 24,637 21,946 5,816 27,762

920 6 926 0 263 263 0 240 240 9,290 2,823 12,113 10,210 3,332 13,542

1,930 6 1,936 0 334 334 0 501 501 31,169 4,142 35,311 33,099 4,983 38,082

2,040 6 2,046 0 71 71 0 80 80 1,363 415 1,778 3,403 571 3,974

37,327 85 37,412 32 4,016 4,048 0 5,000 5,000 168,286 54,614 222,900 205,645 63,715 269,360

（注）事業費ベース
※「Ⅴ.国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する」の柱には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分のほか、国土強靱化緊急対応分を含む。
※この他に、調査費等がある。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

合　計

四国地方整備局

九州地方整備局

沖縄総合事務局

東北地方整備局

関東地方整備局

北陸地方整備局

中部地方整備局

近畿地方整備局

中国地方整備局

北 海 道 開 発 局

国土強靱化、防災・減災
など国民の安全・安心を
確保する

小　　　計
区分

地方・中堅・中小企業を
含めた持続的賃上げ、所
得向上と地方の成長を実
現する

成長力の強化・高度化に
資する国内投資を促進す
る

人口減少を乗り越え、変
化を力にする社会変革を
起動・推進する
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

5,100 3,875 8,975 23,915 17,580 41,495

2,700 1,826 4,526 13,897 11,618 25,515

2,260 1,535 3,795 38,497 9,863 48,360

1,000 415 1,415 9,852 4,262 14,114

2,240 450 2,690 26,540 7,804 34,344

1,800 1,200 3,000 39,386 7,186 46,572

1,050 950 2,000 22,996 6,766 29,762

500 450 950 10,710 3,782 14,492

1,900 839 2,739 34,999 5,822 40,821

200 0 200 3,603 571 4,174

18,750 11,540 30,290 224,395 75,255 299,650

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計
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[補助事業] （単位：百万円）

- 1,386 15,839 17,225 89 17,314 

- 204 7,240 7,444 1,609 9,053 

214 131 5,626 5,971 - 5,971 

26 634 2,665 3,325 - 3,325 

240 333 1,984 2,556 596 3,152 

- 703 5,578 6,281 91 6,372 

- 837 9,510 10,347 - 10,347 

708 - 1,234 1,942 - 1,942 

- 7 9,531 9,538 - 9,538 

- - 6,195 6,195 - 6,195 

715 1,002 5,094 6,811 550 7,361 

40 307 2,139 2,486 - 2,486 

- - 7,095 7,095 56 7,151 

204 - 2,764 2,968 - 2,968 

- 235 6,601 6,836 - 6,836 

278 1,116 8,022 9,416 - 9,416 

212 916 8,287 9,415 - 9,415 

203 945 3,232 4,380 - 4,380 

1,433 38 2,408 3,879 - 3,879 

40 1,217 6,425 7,682 - 7,682 

121 64 4,978 5,163 62 5,225 

1,793 310 10,951 13,054 1,613 14,667 

- 812 7,797 8,610 - 8,610 

90 402 2,747 3,238 - 3,238 

- 1,173 3,641 4,814 - 4,814 

- 296 4,850 5,146 - 5,146 

- 1,082 7,563 8,645 - 8,645 

- 95 11,904 11,998 - 11,998 

71 30 2,388 2,489 - 2,489 

- 208 2,901 3,109 - 3,109 

- 678 2,604 3,282 - 3,282 

- 1,237 1,386 2,623 - 2,623 

10 303 2,662 2,975 40 3,015 

16 1,070 3,178 4,264 - 4,264 

242 185 2,696 3,123 150 3,273 

- 67 2,862 2,929 - 2,929 

1,745 761 1,986 4,492 - 4,492 

- 492 2,299 2,790 - 2,790 

- 194 2,787 2,981 - 2,981 

291 849 3,323 4,463 - 4,463 

- 1,166 3,042 4,208 - 4,208 

743 1,170 6,678 8,591 - 8,591 

- 4,349 4,735 9,084 - 9,084 

- 878 8,513 9,391 - 9,391 

155 174 2,963 3,293 - 3,293 

- 453 4,375 4,829 1,060 5,889 

140 190 3,810 4,140 - 4,140 

9,730 28,699 237,088 275,517 5,916 281,433 

（注）事業費ベース
※上表はすべて本省配分である。
※「Ⅴ.国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する」の柱には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分
　のほか、国土強靱化緊急対応分を含む。
※この他に、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費2,954億円）及び
　社会資本整備総合交付金（国費542億円）等がある。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

沖 縄 県

合 計

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

福 岡 県

奈 良 県

和歌山県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

兵 庫 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

福 井 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

長 野 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈川県

山 梨 県

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

小　　　計

宮 城 県

区分

地方・中堅・中小
企業を含めた持続
的賃上げ、所得向
上と地方の成長を
実現する

人口減少を乗り越
え、変化を力にす
る社会変革を起
動・推進する

国土強靱化、防
災・減災など国民
の安全・安心を確
保する
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Ⅴ．配分箇所の具体事例

１．地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

岐阜県～三重県 一般国道４７５号 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（関
せき

市～四日市市
よっかいち

） 東海
とうかい

環状
 かんじょう

自動車道 ・事業延長:76.6km

（関
せき

～養老
ようろう

） 470 ・補正予算（追加額）投入効果

（養老
ようろう

～北勢
ほくせい

） 5,601

（北勢
ほくせい

～四日市
よっかいち

） 2,753

香川県 一般県道 1,745 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（高松
たかまつ

市～坂出
さかいで

市） 高松坂出
たかまつさかいで

線 ・事業延長：6.6km

（五色台工区）
ごしきだい　　　　

・補正予算（追加額）投入効果

　迅速かつ円滑な物流・人流を確保する

ため、補正予算の充当により、一般県道

高松坂出
たかまつさかいで

線（五色台
ごしきだい

工区）の改良工事を

実施することで、地方を支える産業等の

生産性向上に寄与する道路ネットワーク

の整備等を推進。

 （注）事業費ベースで作成。

（生産性向上に資する道路ネットワークの整備等）

　令和6年度に山県
やまがた

IC～大野神戸
おおのごうど

IC、北
ほ

勢
くせい

IC（仮称）～大安
だいあん

ICの開通、令和8年

度に養老
ようろう

IC～北勢
ほくせい

IC（仮称）の開通を確

実にし、迅速かつ円滑な物流・人流を確

保するため、補正予算の充当により、国

道４７５号東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道の改良工

事、橋梁上下部工事を実施することで、

地方を支える産業等の生産性向上に寄与

する道路ネットワークの整備等を推進。
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２．成長力の強化・高度化に資する国内投資を促進する

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

滋賀県 一般国道１号 20

一般国道８号

一般国道１６１号 ・補正予算（追加額）投入効果

道の駅周辺

 （注）事業費ベースで作成。

（インフラ、交通、物流等の分野におけるＧＸの推進）

（甲賀
こうか

市、蒲生
がもう

郡竜王
りゅうおう

町
ちょう

、栗東
りっとう

市、高島
たかしま

市、

大津
おおつ

市）

・事業内容：EV充電施設案内サインの設
置

　次世代自動車の普及促進に向け、EV充

電施設の案内サインを設置することによ

り、次世代自動車の利便性向上に資する

道路環境の整備を推進。
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（こどもの安全な通行の確保に向けた道路交通環境の整備等の推進）

広島県 広島県 676 ・事業内容：歩道整備工事

（呉
くれ

市） 通学路緊急対策推進計画 ・事業延長：0.14km

（一般県道　川尻
かわじり

安浦
やすうら

線） ・補正予算（追加額）投入効果

　通学路等の安全な通行を早期に確保す

るため、補正予算の充当により、一般県

道川尻安浦線の歩道整備を実施すること

で、ソフト対策の強化と一体となった交

通安全対策を推進する。

 （注）事業費ベースで作成。

３．人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策）

福井県 一般国道１５８号 3,480 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（大野
おおの

市） 大野油坂
おおのあぶらさか

道路 ・事業延長：15.5km

（和泉
いずみ

・油坂
あぶらさか

区間） ・補正予算（追加額）投入効果

　令和8年春の開通を確実にし、災害時

においても速やかに緊急車両や一般車両

の通行を確保するため、補正予算の充当

により、国道１５８号大野油坂
おおのあぶらさか

道路（和
い

泉
ずみ

・油坂
あぶらさか

区間）の改良工事、橋梁上下部

工事、トンネル工事を実施することで、

道路ネットワークの機能強化を推進。

山梨県 一般国道１４０号 4,600 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（甲府
こうふ

市～笛吹
ふえふき

市） 新山梨
しんやまなし

環状
かんじょう

道路 ・事業延長：5.5km

（東部区間Ⅱ期） ・補正予算（追加額）投入効果

　災害時においても速やかに緊急車両や

一般車両の通行を確保するため、補正予

算の充当により、国道１４０号新山梨環
しんやまなしかん

状
じょう

道路東部区間Ⅱ期の橋梁工事を実施す

ることで、道路ネットワークの機能強化

を推進。

 （注）事業費ベースで作成。

４．国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（道路インフラの局所的な防災・減災対策等）

長崎県 一般国道３４号 120 ・事業内容：法面対策

（東彼杵町
ひがしそのぎちょう

） 長崎３４号維持管理 ・事業延長：0.07km

・補正予算（追加額）投入効果

土砂災害等による道路の通行止めのリス

クを解消するため、補正予算の充当によ

り、国道３４号東彼杵
ひがしそのぎ

郡東彼杵町
ひがしそのぎちょう

彼杵宿
そのぎしゅく

郷
ごう

地区において、グランドアンカー工等

の法面対策工事を実施することで、道路

法面・盛土対策を推進。

北海道 北海道 1,365 ・事業内容：無電柱化

（深川
ふかがわ

市） 無電柱化推進計画事業 ・事業延長：0.22km

（主要地方道　深川
ふかがわ

雨竜
うりゅう

線） ・補正予算（追加額）投入効果

 （注）事業費ベースで作成。

４．国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する

　電柱倒壊による道路の通行止めのリス

クを解消するため、補正予算の充当によ

り、主要地方道深川雨竜
ふかがわうりゅう

線の電線共同溝

本体工事を実施することで、市街地の第

一次緊急輸送道路における無電柱化を推

進。
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（道路インフラに係る老朽化対策）

富山県 一般国道８号 130 ・事業内容：舗装修繕

（小矢部
おやべ

市） 富山８号維持管理 ・事業延長：0.65km

・補正予算（追加額）投入効果

予防保全型インフラメンテナンスへの転

換を図るため、補正予算充当により、国

道８号小矢部
おやべ

市芹川
せりかわ

地区において、路盤

打換工事等を実施することで、早期に対

策が必要な道路施設の老朽化対策を集中

的に実施。

広島県 広島市
ひろしま

559 ・事業内容：道路メンテナンス事業

（広島
ひろしま

市） 橋梁長寿命化修繕計画 ・事業延長：27.5m

（県道広島豊平線
　　　　　ひろしまとよひら

　門前橋）
もんぜんばし

・補正予算（追加額）投入効果

　 予防保全型インフラメンテナンスへの転

換を図るため、補正予算の充当により、

門前橋
もんぜんばし

の修繕工事等を実施することで、

早期に対策が必要な道路施設の老朽化対

策を集中的に実施。

 （注）事業費ベースで作成。

４．国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する
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様式－１

（ゼロ国債）

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

北海道 北海道横断
ほっかいどうおうだん

自動車道 2,400 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（本別町
ほんべつちょう

～釧路
くしろ

市） 本別
ほんべつ

～釧路
くしろ

・事業延長：65.0km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

北海道 一般国道３６号 100 ・事業内容：交差点改良

（苫小牧
とまこまい

市） 柳町
やなぎまち

交差点改良 ・事業量：1箇所

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

新潟県 一般国道７号 115 ・事業内容：歩道整備

（村上
むらかみ

市） 檜原
ひばら

地区交通安全対策 ・事業延長：2.0km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

 （注）事業費ベースで作成。

　積雪寒冷地である釧路
くしろ

地区の改良工事

の早期発注が可能となり、冬期期間を避

けた施工を行うことで、令和６年度の開

通がより確実になる。

　積雪寒冷地である柳町
やなぎまち

地区の改良工事

の早期発注が可能となり、冬期期間を避

けた施工を行うことで、着実に事業進捗

をはかる。

　積雪寒冷地である檜原
ひ ば ら

地区の歩道工事

の早期発注が可能となり、冬期期間を避

けた施工を行うことで、着実に事業進捗

をはかる。
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地
方
・
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
め
た
持
続
的
賃
上
げ
、
所
得
向
上
と
地
方
の
成
長
を
実
現
す
る

生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

・
一
般
国
道
４
７
５
号
東
海
環
状
自
動
車
道
（
関
～
養
老
、
養
老
～
北
勢
、
北
勢
～
四
日
市
）

・
一
般
県
道
高
松
坂
出
線
（
五
色
台
工
区
）

成
長
力
の
強
化
・
高
度
化
に
資
す
る
国
内
投
資
を
促
進
す
る

イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、
物
流
等
の
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の
推
進

・
一
般
国
道
１
号
、
８
号
、
１
６
１
号
道
の
駅
周
辺

人
口
減
少
を
乗
り
越
え
、
変
化
を
力
に
す
る
社
会
変
革
を
起
動
・
推
進
す
る

こ
ど
も
の
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の
推
進

・
広
島
県
通
学
路
緊
急
対
策
推
進
計
画
（
一
般
県
道
川
尻
安
浦
線
）

国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
策

・
中
部
縦
貫
自
動
車
道
一
般
国
道
１
５
８
号
大
野
油
坂
道
路
（
和
泉
・油
坂
区
間
）

・
新
山
梨
環
状
道
路
一
般
国
道
１
４
０
号
東
部
区
間
Ⅱ
期

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

・
一
般
国
道
３
４
号
長
崎
３
４
号
維
持
管
理

・
北
海
道
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
（
主
要
地
方
道
深
川
雨
竜
線
）

道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

・
一
般
国
道
８
号
富
山
８
号
維
持
管
理

・
広
島
市
長
寿
命
化
修
繕
計
画
（県
道
広
島
豊
平
線
門
前
橋
）

・
・
・
別
紙
１

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

ふ
か
が
わ
う
り
ゅ
う

・
・
・
別
紙
４

・
・
・
別
紙
３

・
・
・
別
紙
７

・
・
・
別
紙
５

・
・
・
別
紙
６

・
・
・
別
紙
８

せ
き

よ
う
ろ
う

よ
う
ろ
う

ほ
く
せ
い

ほ
く
せ
い

よ
っ
か
い
ち

た
か
ま
つ
さ
か
い
で

ご
し
き
だ
い

・
・
・
別
紙
２

か
わ
じ
り
や
す
う
ら

ち
ゅ
う
ぶ
じ
ゅ
う
か
ん

お
お
の
あ
ぶ
ら
さ
か

い
ず
み

あ
ぶ
ら
さ
か

し
ん
や
ま
な
し
か
ん
じ
ょ
う

と
う
ぶ
く
か
ん

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら

も
ん
ぜ
ん

・
・
・
別
紙
９

・
・
・
別
紙
１
０
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【
地
方
・
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
め
た
持
続
的
賃
上
げ
、
所
得
向
上
と
地
方
の
成
長
を
実
現
す
る
】生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

一
般
国
道
４
７
５
号
東
海
環
状
自
動
車
道
（
関
～
養
老
、
養
老
～
北
勢
、
北
勢
～
四
日
市
）

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

せ
き

よ
う
ろ
う

ほ
く
せ
い

よ
っ
か

い
ち

ほ
く
せ
い

よ
う
ろ
う

直
轄
【
道
路
】
別
紙
１

《
位
置
図
》

《
平
面
図
》

《
効
果
》

大
野
神
戸

IC

山
県

IC

養
老

IC

大
安

IC

よ
う
ろ
う

お
お
の
ご
う
どや
ま
が
た

だ
い
あ
ん

新
四
日
市

JC
T

せ
き
ひ
ろ
み

R
6
年
度

開
通
予
定

延
長

18
.5

km

R
8
年
度

開
通
予
定
※

延
長
1
8
.0
k
m

R
6
年
度

開
通
予
定

延
長
6
.6
k
m

完
成
車
の
物
流

(仮
称
)北
勢
IC

し
ん
よ
っ
か
い
ち

豊
田
東

JC
T

と
よ
た
ひ
が
し

関
広
見

IC
せ
き
ひ
ろ
み

国
内
外
へ
輸
送

原
材
料
の
輸
入

ほ
く
せ
い

主
要
渋
滞
箇
所

（
本
線
部
）

5
社
以
上

4
社
3
社
2
社
1
社

工
業
団
地
に
立
地
し
た

自
動
車
関
連
企
業
数

（
H

13
年
以
降
）

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

組
立
工
場
等

大
野
神
戸
IC
周
辺
の

自
動
車
部
品

大
規
模
工
場
（
建
設
中
）

自
動
車
部
品

の
物
流

渋
滞
箇
所

渋
滞
箇
所

原
材
料

の
物
流

四
日
市
港

名
古
屋
港

中
部
国
際
空
港

24
40

61
12

1

05010
0

15
0

20
0

【
東
海
環
状
沿
線
工
業
団
地
の
自
動
車
関
連
企
業
数
】

出
典
：
自
治
体
調
査
結
果
（
R
4
.
11
）
よ
り
作
成

16
1

85

東
回
り

全
線
着
工

約
2倍

に
増
加

東
回
り
沿
線

西
回
り
沿
線

H
13

R
4

大
野
神
戸

IC

令
和

5年
7月
撮
影

C
3

東
海
環
状
自
動
車
道

建
設
が
進
む
自
動
車
部
品
製
造
企
業

の
大
規
模
工
場
（
R

7年
稼
働
予
定
）

大
野
神
戸

IC
周
辺
の
自
動
車
部
品
大
規
模
工
場
の
建
設
状
況

1
.0

0
.8

1
.1

0

2
0

4
0

6
0

1
.0

1
.1

0
 

1
.6

4
 

0
.0

1
0

.0

2
0

.0

3
0

.0

4
0

.0

5
0

.0

・
経
済
構
造
実
態
調
査
（
製
造
業
事
業
所
調
査
）
（
R
4
年
）
よ
り
作
成

・
従
業
者
数
及
び
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
東
回
り
・
西
回
り
の
合
算
値

・
沿
線
市
町
は
東
海
環
状
自
動
車
道
が
通
過
す
る
市
町

平
成
1
2
年

2
7
.3

約
９

兆
円

増
加

製 造 品 出 荷 額 等( 兆 円)

3
0
.5

約
3

.2
万

人
増

加

令
和
4
年

平
成
1
2
年

令
和
3
年

東
回
り
開
通

(平
成
1
7
年
3
月
)

1
4
.4

2
3
.7

：製
造

業
従

業
者

数
：製

造
品

出
荷

額
等

全
国

沿
線

製 造 業 従 業 者 数( 万 人)

：伸
び

率

※
用
地
取
得
等
が
順
調
な
場
合

東
回
り
開
通

(平
成
1
7
年
3
月
)

【
東
海
環
状
自
動
車
道
を
活
用
し
た
自
動
車
製
品
の
輸
送
例
】

東
海
環
状
利
用

原
材
料
輸
送

自
動
車
部
品

製
造
工
場

組
立
工
場

伊
勢
湾
岸
利
用

自
動
車
出
荷

東
海
環
状
利
用

自
動
車
部
品
輸
送

四
日
市
港

名
古
屋
港

岐
阜
県

三
重
県

愛
知
県

関
～
養
老

北
勢
～
四
日
市

東
海
環
状
自
動
車
道

○
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
走
行
性
の
向
上
と
所
要
時
間
の
短
縮
が

図
ら
れ
、
地
方
を
支
え
る
産
業
等
の
生
産
活
動
の
効
率
化
を
実
現

《
諸
元
等
》

事
業
区
間

延
長

全
体
事
業
費

Ｒ
５
補
正

：
岐
阜
県
関
市
広
見
～
三
重
県
四
日
市
市
北
山
町

：
７
６
．
６
ｋ
ｍ

関
～
養
老
：
44

.2
km
、
養
老
～
北
勢
：
18

.0
km
、
北
勢
～
四
日
市
：1

4.
4k

m

：
９
，
８
４
９
億
円

関
～
養
老
：
6
,0
7
5
億
円
、
養
老
～
北
勢
：
2
,1
3
5億
円
、
北
勢
～
四
日
市
：
1,
6
3
9億
円

：
８
８
．
２
億
円
（
事
業
費
）

関
～
養
老
：
4
.7
億
円
、
養
老
～
北
勢
：
5
6
.0
億
円
、
北
勢
～
四
日
市
：
2
7.
5
億
円

せ
き

ひ
ろ
み

よ
っ
か
い
ち

き
た
や
ま
ち
ょ
う

〇
令
和

6年
度
に
山
県

IC
～
大
野
神
戸

IC
、
北
勢

IC
（仮
称
）
～
大
安

IC
の
開
通
、
令
和

8年
度
に
養
老

IC
～
北
勢

IC
（
仮
称
）
の
開
通
を
確
実
に
し
、

迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
・
人
流
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道

47
5号
東
海
環
状
自
動
車
道
の
改
良
工
事
、
橋
梁
上
下
部
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
方
を
支
え
る
産
業
等
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
を
推
進
。

や
ま
が
た

ほ
く
せ
い

よ
う
ろ
う

ほ
く
せ
い

お
お
の
ご
う
ど

だ
い
あ
ん

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う

【
東
海
環
状
沿
線
市
町
の
製
造
業
従
業
者
数
】

【
東
海
環
状
沿
線
市
町
の
製
造
品
出
荷
額
等
】

関
～
養
老

延
長

44
.2

kmよ
う
ろ
う

せ
き

養
老
～
北
勢

延
長

18
.0

kmほ
く
せ
い

よ
う
ろ
う

北
勢
～
四
日
市

延
長

14
.4

km

よ
っ
か
い
ち

ほ
く
せ
い

養
老
～
北
勢

と
う
か
い
か
ん
じ
ょ
う
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【
地
方
・
中
堅
・
中
小
企
業
を
含
め
た
持
続
的
賃
上
げ
、
所
得
向
上
と
地
方
の
成
長
を
実
現
す
る
】生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等

一
般
県
道
高
松
坂
出
線
（
五
色
台
工
区
）

た
か

ま
つ

さ
か
い
で

ご
し
き
だ
い

補
助
【
道
路
】
別
紙
２

84
,7

23
 95

,7
73

 10
0,

57
2 10

6,
14

5 96
,7

21
 

10
4,

20
6 

70
,0

00

80
,0

00

90
,0

00

10
0,

00
0

11
0,

00
0

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

(T
EU

)

○
迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
・
人
流
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
一
般
県
道
高
松
坂
出
線
（
五
色
台
工
区
）
の

改
良
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
方
を
支
え
る
産
業
等
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
を
推
進
。

た
か
ま
つ
さ
か
い
で

ご
し
き
だ
い

《
ス
ト
ッ
ク
効
果
》

坂
出
駅

番
の
州
臨
海

工
業
団
地

坂
出
北
IC

（
一
）
高
松
坂
出
線

至
岡
山

至
高
知
・
松
山

至 徳 島

高
松
駅

N

11

11
32

11

11

30

E1
1

E3
0

高
松
港

ﾗｲ
ｵﾝ
(株
)新
工
場

R3
稼
働

竜
王
金
属
(株
)新
工
場

R5
稼
働

ｲｵ
ﾝ四
国
LC
常
温
棟

R4
稼
働

(株
)ﾑ
ﾛｵ
物
流
ｾﾝ
ﾀｰ

R3
稼
働

ｼｮ
ｰﾜ
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾌﾞ
(株
)新
工
場

R6
稼
働
予
定

(株
)ハ
ロ
ー
ズ
物
流
ｾﾝ
ﾀｰ

R4
稼
働

坂
出
市

高
松
市

至
坂
出
市
街

至
高
松
市

写
真
①
：
混
雑
状
況

出
典
）
H
2
3
,
H
2
4
：
香
川
県
調
べ

H
2
7
,
R
3
：
全
国
道
路
･
街
路
交
通
情
勢
調
査

◆
交
通
量
推
移

（
台
／
日
）

国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路

（
神
戸
港
）

国
際
コ
ン
テ
ナ

定
期
航
路

（
釜
山
、
上
海
、
青
島
等
）

(
R6
I
Cフ
ル
化

予
定
)

JR
貨
物
ﾀｰ
ﾐ
ﾅﾙ
駅

（
一
）
高
松
坂
出
線

（
五
色
台
工
区
）

整
備
区
間

6.
6
km

（
※
）
R
3
全
国
道
路
･
街
路
交
通
情
勢
調
査

当
該
区
間
の
混
雑
度

1
.
4
～
1
.
8
（
※
）

凡 例

事
業
中

供
用
中

主
要
渋
滞
箇
所

渋
滞
長

（
H
2
9
.
5
.2
3
_
香
川
県
調
べ
）

番
の
州
臨
海
工
業
団
地
と

高
松
港
間
の
輸
送
ル
ー
ト

R
5
年
度
補
正
投
入
箇
所

国
際
物
流
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅ
ﾙ
整
備
中

複
合
一
貫
輸
送
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅ
ﾙ
整
備
中

○
本
路
線
で
は
、
沿
線
の
工
場
や
商
業
施
設
の
開
発
等
に
よ
り
交
通
量
が
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
上
、
高
松
港
で
は
、
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
加
え
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
も
着
手
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
も

増
加
傾
向
。

○
高
松
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
に
よ
り
、
物
流
機
能
が
向
上
し
、
高
松
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
よ
り
一
層
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

《
位
置
図
/
平
面
図
》

◆
高
松
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
推
移

写
真
①

《
諸
元
等
》

○
事
業
区
間
：
香
川
県
高
松
市
生
島
町

～
坂
出
市
青
海
町

○
事
業
主
体
：
香
川
県

○
延

長
：
６
．
６
ｋ
ｍ

○
全
体
事
業
費
：
１
２
７
億
円

○
R

  5
補
正
：
１
７
．
５
億
円
（
事
業
費
）

か
が
わ

た
か
ま
つ

い
く
し
ま
ち
ょ
う

出
典
）
香
川
県
調
べ

N

高
松
市

坂
出
市

善
通
寺
市

観
音
寺
市

丸
亀
市

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

三
豊
市

当
該
箇
所

◆
坂
出
市
の
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移

3,
09

3 3,
26

1 3,
95

5 4,
25

4 4,
05

3 3,
12

8 3,
77

5 

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

出
典
）
H
2
8
～
R
1
：
工
業
統
計
調
査
、
H
2
7
,
R
2
：
経
済
セ
ン
サ
ス
調
査

R
3
：
経
済
構
造
実
態
調
査

※
R
2
の
減
少
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
。

12
,6

73
 

13
,6

21
 

15
,3

00
 

13
,9

04
 21

,3
00

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

H
23

.4
H

24
.4

H
27

.1
0

R
3.

10
R

22
推
計

さ
か
い
で

お
う
み
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【
課
題
・
背
景
等
】

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
早
期
実
現
を
図
る
た
め
、
道
路
照
明
の

LE
D
化
に
よ
り
道
路
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
。

〇
次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
に
向
け
、

EV
充
電
施
設
の
案
内
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
自
動
車
の
利
便

性
向
上
に
資
す
る
道
路
環
境
の
整
備
を
推
進
。

○
道
路
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
向
け
て
、
道
路
空
間
に
お
い
て
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
】

道
路
空
間
に
お
い
て
、
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置

《
実
施
内
容
（
例
）》

【
道
路
照
明
の

LE
D
化
】

道
路
照
明
の

LE
D
化
に
よ
り

道
路
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進

LE
D
照
明

道
路
照
明
の

LE
D
化
（
イ
メ
ー
ジ
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
EV
充
電
施
設
へ
の
案
内
サ
イ
ン
】

道
の
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る

EV
充

電
施
設
へ
の
案
内
サ
イ
ン
を
整
備

EV
充
電
施
設
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
成
長
力
の
強
化
・
高
度
化
に
資
す
る
国
内
投
資
を
促
進
す
る
】
イ
ン
フ
ラ
、
交
通
、
物
流
等
の
分
野
に
お
け
る
G
X
の
推
進

一
般
国
道
１
号
、
８
号
、
１
６
１
号
道
の
駅
周
辺

＝
設
置
箇
所

《
配
分
箇
所
の
具
体
事
例
（
EV
充
電
施
設
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
）
》

こ
う
か

が
も
う

り
ゅ
う
お
う
ち
ょ
う

り
っ
と
う

た
か
し
ま

お
お
つ

滋 賀 県

道
の
駅
妹
子
の
郷

道
の
駅
ア
グ
リ
の
郷
栗
東

道
の
駅
あ
い
の
土
山

道
の
駅
竜
王
か
が
み
の
里

道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

直
轄
【
道
路
】
別
紙
３

【
R

5補
正
】

【
事
業
箇
所
】

０
．
２
億
円
（
事
業
費
）
一
般
国
道

1号
、

8号
、

16
1号

道
の
駅
周
辺

（
滋
賀
県
甲
賀
市
、
蒲
生
郡
竜
王
町
、

栗
東
市
、
高
島
市
、
大
津
市
）

【
位
置
図
】
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【
人
口
減
少
を
乗
り
越
え
、
変
化
を
力
に
す
る
社
会
変
革
を
起
動
・
推
進
す
る
】
こ
ど
も
の
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
の
推
進

広
島
県
通
学
路
緊
急
対
策
推
進
計
画
（
一
般
県
道
川
尻
安
浦
線
）

か
わ
じ
り
や
す
う
ら

補
助
【
道
路
】
別
紙
４

歩
道
橋
整
備

歩
道
設
置

写
真
②
↑

至
呉
市
街
方
面

至
安
浦
駅

至
安
浦
小
学
校

○
令
和
３
年
度
通
学
路
合
同
点
検
で
抽
出
さ
れ
た
対
策
必
要
箇
所
に
お
い
て
、
通
学
路
の
安
全
な
通
行
を
早
期
に
確
保
す
る
た
め
、

補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
一
般
県
道
川
尻
安
浦
線
の
歩
道
設
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
校
が
実
施
す
る
ソ
フ
ト
対
策
と
組

み
合
わ
せ
た
交
通
安
全
対
策
を
推
進
。

か
わ
じ
り

対
策
内
容

【
学
校
】

・
学
校
に
よ
る
安
全
教
育

《
広
島
県
通
学
路
緊
急
対
策
推
進
計
画
》

○
Ｒ
５
補
正
：
６
．
８
億
円
（
事
業
費
）

《
代
表
事
例
》

○
路
線
名
：
一
般
県
道
川
尻
安
浦
線

○
事
業
箇
所
：
広
島
県
呉
市
安
浦
中
央

○
事
業
主
体
：
広
島
県

く
れ

や
す
う
ら
ち
ゅ
う
お
う

か
わ
じ
り

【
道
路
管
理
者
】

・
歩
道
橋
設
置

・
歩
道
設
置

・
カ
ラ
ー
舗
装

+

や
す
う
ら

や
す
う
ら

一
般
県
道
川
尻
安
浦
線

広
島
県

《
位
置
図
》

や す う ら ち ょ う

小
・中
学
生
が
狭
い
歩
行
空
間
を
通
行
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
危
険

歩
道
設
置
・
歩
道
橋
整
備

歩
道
が
無
く
危
険
な
安
浦
大
橋

（
１
．
７
千
台
/
日
、
歩
道
有
効
幅
員
0.
75
m
程
度
）

写
真
①

《
平
面
図
》

《
横
断
図
》

対
策
前
（
橋
梁
部
）

対
策
後
（
橋
梁
部
）

：
現
在
の
通
学
路

：
歩
道
あ
り

：
歩
道
な
し

安
浦
小

文
対
策
必
要
箇
所

歩
道
設
置
0
.1
4k
m

写
真
③

才
崎
地
区
か
ら

児
童
が
通
学

さ
い
ざ
き

水
尻
地
区
か
ら

児
童
が
通
学

み
ず
し
り

や
す
う
ら
ぎ
ょ
こ
う

や す う ら え き

や
す
う
ら

や す う ら さ ん ぎ ょ う だ ん ち

ち ゅ う お う

や
す
う
ら
ち
ょ
う
う
ち
の
う
み

や す う ら ち ょ う う ち の う み

や
す
う
ら
ち
ょ
う
う
ち
の
う
み

や
す
う
ら
ち
ょ
う
う
ち
の
う
み

や
す
う
ら
ち
ょ
う
う
ち
の
う
み

至 竹 原 市

た け は ら

至 呉 市 街

く れ

至
東
広
島
市

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

安
全
教
育

上
流

上
流

下
流

出
典
：
地
理
院
地
図

写
真
②

カ
ラ
ー
舗
装

(暫
定
対
策

)
や
す
う
ら
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【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
策

中
部
縦
貫
自
動
車
道
一
般
国
道
１
５
８
号
大
野
油
坂
道
路
（
和
泉
・
油
坂
区
間
）

お
お
の
あ
ぶ
ら
さ
か

ち
ゅ
う
ぶ
じ
ゅ
う
か
ん

い
ず
み

あ
ぶ
ら
さ
か

直
轄
【
道
路
】
別
紙
５

○
大
野
油
坂
道
路
（
和
泉
・
油
坂
区
間
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

出
典
：
福
井
県
提
供
資
料

※
2
線
形
不
良
箇
所
は
設
計
速
度
5
0
km
/
h
の
最
小
曲
線
半
径
の
規
定
値
を

満
た
さ
な
い
箇
所

2
1
回7
回
2
回

2
回

異
常
気
象
時
事
前
通
行
規
制
区
間

（
連
続
雨
量

14
0m

m
）
37

.0
㎞

3
回

1
0
回
1
回

N

土
砂
災
害

雪
害

大
雨

線
形
不
良
箇
所

R
<
1
0
0
m

ト
ン
ネ
ル

至 郡 上 市

1
回

《
位
置
図
》

《
諸
元
等
》

《
効
果
》

○
令
和
８
年
春
の
開
通
を
確
実
に
し
、
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ

り
、
国
道
１
５
８
号
大
野
油
坂
道
路
（
和
泉
・油
坂
区
間
）の
改
良
工
事
、
橋
梁
上
下
部
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

お
お
の
あ
ぶ
ら
さ
か

お
お
の

か
い
ざ
ら

お
お
の

ひ
が
し
い
ち
ぬ
の

■
国
道
1
5
8
号
の
自
然
災
害
に
よ
る
全
面
通
行
止
め
回
数
（Ｈ
2
5
～
R
4
）

《
平
面
図
》

し
も
よ
う
ろ

至 郡 上 市

（
大
野
市
仏
原
）
雪
崩

H
3
0
.
2
.
1
5
～
2
1
通
行
止

ほ
と
け
ば
ら

大
野
油
坂
道
路

大
野
東
・
和
泉
区
間

1
4
.0
km

大
野
・
大
野
東
区
間

5
.5
km

和
泉
・
油
坂
区
間

1
5
.5
km

令
和
5
年
3
月
1
9
日
開
通

1
0
.0
ｋ
ｍ

令
和
8
年
春
開
通
予
定

1
5
.5
ｋ
ｍ

令
和
5
年
1
0
月
2
8
日
開
通

9
.5
ｋ
ｍ

福
井
北
J
C
T
・
IC
～
大
野
IC

2
6
.4
km

(平
成
2
9
年
7月
8
日
迄
開
通
)

永
平
寺
大
野
道
路

至 敦 賀 市

お
お
の
あ
ぶ
ら
さ
か

至 敦 賀 市

大
野
油
坂
道
路
延
長
：
3
5
.0
㎞

令
和
8
年
春
開
通
予
定

延
長
：
1
5
.5
km

中
部
縦
貫
自
動
車
道
（
開
通
済
）

中
部
縦
貫
自
動
車
道
（
事
業
中
）

高
規
格
道
路

国
道

令
和
5
年
3
月
1
9
日
開
通

延
長
：
1
0
.0
km

大
野
・
大
野
東
区
間

延
長
：
5
.5
km

大
野
東
・
和
泉
区
間

延
長
：
1
4
.0
km

和
泉
・
油
坂
区
間

延
長
：
1
5
.5
km

永
平
寺
大
野
道
路

Ｌ
=
2
6
.4
km
開
通
済

至 郡 上 市

至
美
濃
市

至
金
沢
市

至 敦 賀 市

令
和
5
年
1
0
月
2
8
日
開
通

延
長
：
9
.5
km

至 福 井

お
お
の
あ
ぶ
ら
さ
か

え
い
へ
い
じ
お
お
の

え
い
へ
い
じ
お
お
の

H
30

.7
撮
影
（
写
真

1）

至
敦
賀
市

至
郡
上
市

（
大
野
市
下
丁
）
路
面
冠
水

H
3
0
.
7
.
7
～
8
通
行
止

し
も
よ
う
ろ

九
頭
竜
IC

：
福
井
県
大
野
市
貝
皿

～
大
野
市
東
市
布

：
１
５
．
５
ｋ
ｍ

：
１
，
１
１
９
億
円

：
３
４
．
８
億
円
（
事
業
費
）

事
業
区
間

延
長

全
体
事
業
費

Ｒ
５
補
正

※
1
最
長
通
行
止
期
間
は
、
H
2
9
年
度
の
雪
害
に
よ
る
8
日
間

お
お
の

あ
ぶ
ら
さ
か

い
ず
み

あ
ぶ
ら
さ
か

い
ず
み

H
30

.2
撮
影
（
写
真

2）

写
真
１

ふ
く
い

き
た

え
い
へ
い
じ

か
み
し
び

か
つ
や
ま

お
お
の

あ
ら
し
ま

か
ど
は
ら

し
も
や
ま

く
ず
り
ゅ
う

あ
ぶ
ら
さ
か

ま つ お か

え い へ い じ

さ ん ど う

あ
ら
し
ま

か
ど
は
ら

し
も
や
ま

く
ず
り
ゅ
う

あ
ぶ
ら
さ
か

お
お
の

か
つ
や
ま

か
み
し
び

ま
つ
お
か

え
い
へ
い
じ

え
い
へ
い
じ

さ
ん
ど
う

ふ
く
い

き
た

あ
ぶ
ら
さ
か

21



【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
策

新
山
梨
環
状
道
路
一
般
国
道
１
４
０
号
東
部
区
間
Ⅱ
期

し
ん
や
ま
な
し
か
ん
じ
ょ
う

補
助
【
道
路
】
別
紙
６

○
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
14
0号

新
山
梨
環
状

道
路
東
部
区
間
Ⅱ
期
の
橋
梁
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

≪
位
置
図
≫

≪
対
策
イ
メ
ー
ジ
・
効
果
≫

新
山

梨
環

状
道

路
東

部
区

間
Ⅱ

期
の

整
備

に
よ

り
、
広

域
的

な
救

命
救

助
や

被
災

地
へ

の
支

援
物

資
輸

送
、
経

済
活

動
の

継
続

性
を

確
保

す
る

た
め

の
、
防
災
拠
点
や
物
流
拠
点
が
集
積
す
る
防
災
・
物
流
拠
点
集
積
エ
リ
ア
間
を
連
携
す
る
強

靭
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ

る
。

：
山
梨
県
甲
府
市
落
合
町
～
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬

：
山
梨
県

：
５
．
５
ｋ
ｍ

：
４
１
２
．
０
億
円

：
４
６
．
０
億
円
（事
業
費
）

≪
状
況
写
真
≫

【
整

備
効

果
①

自
然

災
害

時
の

安
全

安
心

を
確

保
】

【
整

備
効

果
②

渋
滞

の
解

消
】

や
ま
な
し

こ
う
ふ
お
ち
あ
い

ふ
え
ふ
き
い
さ
わ

ひ
ろ
せ

≪
諸
元
等
≫

写
真
①
：
渋
滞
状
況

写
真
②
：
工
事
状
況

※
地

域
防

災
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
防

災
活

動
拠

点
で

あ
る

小
瀬

ス
ポ

ー
ツ

公
園

と
地

域
間

の
所

要
時

間
が

短
縮

さ
れ

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
に

貢
献

周
辺

の
幹

線
道

路
に

集
中

し
て

い
る

交
通

が
分

散
し

、
混

雑
の

緩
和

が
見

込
ま

れ
、
国

道
2

0
号

の
最

も
混

雑
が

激
し

い
区

間
は

、
5

割
以

上
緩

和
さ

れ
る

と
推

定
さ

れ
る

。

【
整

備
効

果
③

地
域

活
性

化
】

拠
点

間
の

移
動

が
円

滑
に

な
り

、
地

域
間

の
交

流
や

産
業

経
済

活
動

が
活

性
化

し
、
環

状
道

路
沿

線
へ

の
新

規
企

業
の

進
出

に
よ

り
地

域
の

人
口

が
増

加

落
合
西

IC

至
国
道

20
号

し
ん
や
ま
な
し
か
ん
じ
ょ
う

事
業
区
間

事
業
主
体

延
長

全
体
事
業
費

R
5
補
正

≪
平

面
図

≫

東
部
区
間
Ⅱ
期

L=
5.

5k
m

主
要
渋
滞
箇
所

写
真
②

写
真
①

：
補
正
予
算
投
入
箇
所
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【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

一
般
国
道
３
４
号
長
崎
３
４
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】
別
紙
７

○
一
般
国
道
３
４
号
は
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
を
起
点
と
し
長
崎
県
長
崎
市
に
至
る
全
長
約
１
３
０
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
第
一

次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

《
現
状
》

対
策
箇
所
：
長
崎
県
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
彼
杵
宿
郷
地
区

延
長
：
約
０
．
０
７
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

Ｒ
５
補
正
：
長
崎
３
４
号
維
持
管
理

１
．
２
億
円
（
事
業
費
）

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】

《
諸
元
等
》

対
策
箇
所

ひ
が
し
そ
の
ぎ
ち
ょ
う
そ
の
ぎ
し
ゅ
く
ご
う

○
土
砂
災
害
等
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
彼
杵
宿

郷
地
区
に
お
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
工
等
の
法
面
対
策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
法
面
・
盛
土
対
策
を
推
進

と
す

な
が
さ
き

ひ
が
し
そ
の
ぎ

そ
の
ぎ
し
ゅ
く

長
崎
県

彼
杵
宿
郷
地
区

至
佐
世
保
市

至
長
崎
市

路
肩
の
き
裂

ひ
が
し
そ
の
ぎ
ち
ょ
う

ひ
が
し
そ
の
ぎ

至
佐
世
保
市

至
長
崎
市

法
肩
の
沈
下

全
景

近
景

CO

As

グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー

法
面
保
護
工

法
面
保
護
工

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

J
R
大
村
線

国
道

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

ご
う
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【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
等

北
海
道
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
（
主
要
地
方
道
深
川
雨
竜
線
）

ふ
か
が
わ
う
り
ゅ
う

補
助
【
道
路
】
別
紙
８

主
要
地
方
道
深
川
雨
竜
線
は
、
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
を
防
ぐ
た
め
、
無
電
柱
化
を
推
進
し
、

災
害
時
に
お
け
る
救
急
活
動
や
物
資
輸
送
等
の
た
め
の
道
路
空
間
を
確
保
す
る
。

《
平
面
図
》

《
現
地
状
況
写
真
》

《
代
表
箇
所
》

事
業

区
間

道
路

延
長

整
備

延
長

：
北
海
道
深
川
市

：
０
．
２
２
ｋ
ｍ

：
０
．
４
３
ｋ
ｍ

ふ
か
が
わ
う
り
ゅ
う

ふ
か
が
わ

Ｎ

深
川
市
立
病
院

深
川
警
察
署

至
留
萌
市

る
も
い

至
旭
川
市

あ
さ
ひ
か
わ

至
深
川

IC
ふ
か
が
わ

凡
例

既
事
業
箇
所

事
業
箇
所

人
口
集
中
地
区
（
D

ID
）

防
災
拠
点

深
川
雨
竜
線
電
線
共
同
溝

延
長
０
．
２
２

km
（
上
下
）

ふ
か
が
わ
う
り
ゅ
う

至
妹
背
牛
町

も
せ
う
し

深
川
消
防
署

《
標
準
断
面
図
》

北
海
道

主
要
地
方
道

深
川
雨
竜
線

Ｎ

《
無
電
柱
化
推
進
計
画
》

計
画
の
名
称
：
北
海
道
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業

R
  5

  補
正
：
１
３
．
７
億
円
（
事
業
費
）

➢
大
規
模
災
害
時
の
被
害
の
軽
減

➢
救
急
救
命
・
復
旧
活
動
に
必
要
な
交
通
機
能
の
確
保

〔
効
果
〕
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【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

一
般
国
道
８
号
富
山
８
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】
別
紙
９

○
国
道
８
号
は
、
新
潟
県
新
潟
市
を
起
点
と
し
京
都
府
京
都
市
に
至
る
全
長
約
６
０
０
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
第
一
次
緊

急
輸
送
道
路
に
指
定

○
予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
小
矢
部
市
芹
川
地
区
に
お
い
て
、

路
盤
打
換
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
対
策
が
必
要
な
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
集
中
的
に
実
施

《
諸
元
等
》

対
策
箇
所
：
富
山
県
小
矢
部
市
芹
川
地
区

延
長
：
０
．
６
５
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

《
平
面
図
》

《
現
状
》

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

Ｒ
５
補
正
：
富
山
８
号
維
持
管
理

１
．
３
億
円
（
事
業
費
）

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】

小
矢
部
市
芹
川
地
区

き
ょ
う
と

に
い
が
た

お
や
べ

せ
り
か
わ

お
や
べ

せ
り
か
わ

富
山
県

【
全
景
】

【
近
景
】

対
策
箇
所

至 富 山 市

至 金 沢 市

路
盤
打
換

至
金
沢
市 至
富
山
市
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も
ん
ぜ
ん
ば
し

門
前
橋 広
島
市

広
島
県

写
真
①

長
楽
寺
駅

１
０
０
ｍ

も
ん
ぜ
ん
ば
し

門
前
橋

至 広 島 市 中 心 部

至 北 広 島 町

○
県
道
広
島
豊
平
線
門
前
橋
（
広
島
豊
平
線
）
は
広
島
市
内
の
長
楽
寺
地
区
の
重
要
な
路
線
上
の
橋
梁
で
あ
り
、
１
９
７
１
年

（
橋
齢
５
２
年
）
の
架
橋
か
ら
老
朽
化
が
進
み
、
早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
（
判
定
区
分
Ⅲ
）
と
な
っ
て
い
る
。

○
門
前
橋
（
広
島
豊
平
線
）
は
、
橋
台
の
ひ
び
割
れ
や
伸
縮
装
置
の
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
技
術
を
活
用
し
た
修

繕
工
事
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
上
の
安
全
、
安
心
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
早

期
転
換
を
図
る
。

《
平
面
図
》

《
事
業
箇
所
》

《
位
置
図
》

《
劣
化
状
況
》

○
事
業
箇
所
：

○
架
設
年
次
：

〇
判
定
区
分
：

○
路

線
名

：

○
所

在
地

：

《
代
表
箇
所
》

門
前
橋
（
広
島
豊
平
線
）
（
橋
長
：
2
7
.5
ｍ
）

1
9
7
1
年

Ⅲ
（
早
期
措
置
段
階
）

県
道
広
島
豊
平
線

広
島
県
広
島
市
安
佐
南
区

も
ん
ぜ
ん
ば
し

あ
さ
み
な
み

《
長
寿
命
化
修
繕
計
画
》

〇
計
画
の
名
称
：
広
島
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

〇
事
業
主
体
：
広
島
市

○
R
５
補
正
：
５
．
６
億
円
（
事
業
費
）

全
景
（
写
真
①
）

橋
台
ひ
び
わ
れ

【
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

広
島
市
長
寿
命
化
修
繕
計
画
（
県
道
広
島
豊
平
線
門
前
橋
）

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら

も
ん
ぜ
ん
ば
し

も
ん
ぜ
ん
ば
し

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

従
来
技
術

新
技
術
活
用
（
高
耐
久
性
伸
縮
装
置
）

新
技
術
活
用
に
よ
る
、
コ
ス
ト
縮
減

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら
せ
ん

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら
せ
ん

も
ん
ぜ
ん
ば
し

ひ
ろ
し
ま
と
よ
ひ
ら

ち
ょ
う
ら
く
じ

伸
縮
装
置

（
ゴ
ム

+
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

◎
ボ
ル
ト
固
定
の
た
め
着
脱
可
能
で
、
本
体
の
み
の
取
替
が
可
能
な
た
め
、
は
つ
り
量
及

び
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
モ
ル
タ
ル
打
設
量
の
縮
減

◎
高
耐
久
性
に
よ
る

LC
C
縮
減
（5

0年
間
で

2回
取
替
を
想
定
）

⇒
従
来
技
術
に
比
べ
約
５
百
万
円
の
コ
ス
ト
縮
減

伸
縮
装
置
の
劣
化

土
砂
詰
ま
り

△
補
修
時
、
全
取
替
（
ｺ
ﾞﾑ

+ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ）
が
必
要

△
新
技
術
（
鋳
鉄
製
）に
比
べ
ゴ
ム
製
の
た
め

耐
久
性
が
劣
る
（
50
年
間
で

4回
取
替
）

止
水
機
能
の
ゴ
ム
の
劣
化
に
よ
る
漏
水

補
助
【
道
路
】
別
紙
１
０
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